
令和元年度 第 11 回 菩提寺まちづくり協議会合同役員会議事録 

      日時：令和 2 年 2 月 12 日(水)  19:30～21:00 

      場所：菩提寺まちづくりセンター中会議室 2 

出席者 (敬称略) 

まち協 川上 粟津 木ノ下 浅井長 田中秀 浅井基 東良 鵜飼 宮田 

区 長 廣嶋(菩提寺) 湯淺(北山台) 徳田(三上台)  永田(イワタニランド)  松本(近江台)  

長島(サイドタウン) 

自治会 眞野(菩提寺代理区長) 宇野(北山台自治会副会長) 谷口(三上台自治会長) 

    木森(みどりの村自治会副会長) 溝口(サイドタウン自治会長) 

欠席  中村会計 安田(近江台自治会会長)  山田(イワタニ自治会長) 

 

会長報告    川上会長 

まち協としての最後の大きなイベントである「すくすく広場」も無事終了しました。関係者の方々はご

苦労様でした。 

後は各委員会での、やり残しの事業消化および次年度に向けての計画作成をよろしくお願いします。 

１．【報告】湖南市都市計画マスタープランの見直し 

 「地域まちづくり構想」について、まち協および各区長からの意見のヒアリングが行われました。目

的は、都市計画マスタープランに対し、より地域の実情を踏まえた内容にするためです。 

方法は、まず各まち協の「地域コミュニティープラン」をもとに、行政にて地域まちづくり構想の見

直し案を作成し、それをまち協にて再修正しました。それをベースに各区長に説明し、区としての意

見をヒアリングし（２月３日）、その結果をまとめている段階です。 

２．【報告】まち協および指定管理（まちセン）の事業内容ヒアリング実施 

 ２月５日にまち協およびまちセンの事業および会計に関するヒアリングがありました。その場では今

年度末時点での収支予測も確認しましたが、特に大きな問題はありませんでした。 

行政からの指導としては、まち協の総会時にまちセンの収支決算および次年度予算についても「承認」

が必要との事でした。今年度（次回総会）においては次年度予算のみ承認事項として議案に入れ、そ

の次からは収支報告も議案としていれなければなりません。 

それに対応するため、以前から計画をしていた、まち協役員によるまちセンの業務および収支の監査

を次回総会までに実施する。監査役は現在未定です。 

(質問) 承認する根拠は何か。 

(回答) まちづくり協議会が事業主である。 

(意見) 人件費に対して承認するのは分かりづらい。 

(回答) 次年度からまちづくりセンター余剰金をまちづくり協議会会計に返すことになる。 

(意見) 承認事項であり、市からは以前から要求している。他のまちづくり協議会で総会承認を行っ

ているところもある。 

(意見) 監査は市役所がすべきものである。 

(回答) 市から監査は求められていない。承認事項とするにはまち協として内容が分かっている必要

があり、そのため「監査」と言う方法をとる予定です。 

(意見) 合同役員会でまちづくりセンター予算の審議が必要である。 

(質問) 総会の実施予定は決まっているか。 



(回答) 4 月 19 日 13:30～を予定している。 

(意見) 4 月 19 日は北山台総会実施日である。 

(意見) イワタニは 4月 5日であり問題ない。 

(回答) 北山台は午前中であり、まちづくり協議会は午後開催であり協力願きたい。 

まちづくり協議会総会日程は出席者全員の承認を得た。 

３．【依頼】インフルエンザ対策 

 ＴＶでは毎日、新型コロナウィスルについて報道されていますが、インフルエンザの流行も要注意で

す。近隣の小学校でも学級閉鎖や学年閉鎖が起こっています。今週土曜日（２月１５日）にはまち協

主催で土曜日事業とすくすく食堂が開催されます。両小学校の児童が集まるので、手の消毒、マスク

の着用等の準備をして迎えてください。なお、マスクが品薄で入手困難ですので、それも考慮に入れ

てください。 

 

協議事項及び承認事項 

○福祉・安全委員会報告   浅井長委員長 

【報告事項】 

１．1 月 19 日(土)第 27 回「すくすく食堂」開設結果報告 

・参加者：子ども 47 名 保護者 21 名 合計 68 名   参加費：11,000 円 

・食事内容：クリームシチュー＋パン＋フライドポテト＋リンゴ 

・“遊びと学ぶ”は正月遊び（羽子板、こま回し、すごろく、トランプ、かるた、福笑い） 

２．2 月 15 日(土)第 28 回「すくすく食堂」開設（予定） 

・事前のスタッフ会議兼福祉安全員会  2 月 10 日（月）19:30～21:00 

・2 月 10 日現在参加申込は 50 名⇒80～90 名の参加者を見込んで準備 

   ※2 月 12 日現在、参加申込９５名（子ども 69 名、保護者 26 名） 

・食事内容「ミートソーススパゲティ」＋「サラダ」＋「デザート」 

・午前中に土曜日事業「バランストンボ」製作 

・インフルエンザ対応（手の消毒用アルコール、マスクの準備） 

３．3 月 21 日(土)第 29 回「すくすく食堂」開設（予定） 

  ・事前のスタッフ会議兼福祉安全委員会 3 月 16 日(月) 19:30～ 

・メニューは「ちらし寿司」＋「吸い物」＋「おしるこ」 

・“遊びと学ぶ”は「おり紙工作」（紙飛行機、ねじりキューブ等） 

４．子ども食堂セオリーワークショップへの参加 

  ・滋賀県社会福祉協議会から要請を受けて、標記ワークショップに参加 

・開催日 2 月 6 日（木）13:30～17:15 ［県庁会議室］ 

・目的：「子ども食堂の価値（社会的効果）を数値化・可視化する調査研究」の実施 

      ⇒子ども食堂普及の裏付け 

・内容：第１ステップとして子ども食堂開設の動機、当初の狙い⇒実際に運営して気づき、意識（ス

タッフ、参加者）の変化、活動内容の変化を話し合う。 

・参加者：県の関係者、県社協、市町社協、県下の子ども食堂運営者 

       民生委員児童委員、スクールソーシャルワーカー、教員 

  ・菩提寺「すくすく食堂」からの参加者⇒川上さん（菩提寺まち協会長） 



５．子ども食堂の財源探索 

  ・子ども食堂に対して 2020 年度も湖南市の助成金が受けられる。（川上会長より） 

    現在の交付金の代替え交付金案が示されている。 

 (質問) ネット申し込みの方法は? 

 (回答) ホームページから申し込める。チラシにも QR コードを入れている。 

 (意見) 自治会で子どもの参加を促進するため参考にしたい。 

【委員会での検討事項】 

１．子ども食堂の次年度計画 

・“遊びと学ぶ”⇒ 土曜日事業と連携 

各種団体の協力を得る（ボッチャ、キンボール等） 

恒例のタケノコ掘りの可能性追求 

  ・新たな挑戦⇒学習指導、高齢者の参加 

２．福祉安全委員会メンバーの補強（現在、川上会長、粟津副会長含め 6 名） 

 

○文化芸術委員会報告    田中委員長 

報告事項 

１．１月は歴史の小径の整備作業はなし。 

1 月 25 日 文化芸術委員会定例会 11:00～12:00 

   ① ロビー展示 土曜日事業 書道教室作品展示終了 2月 1日に片付けをした。 

② 第 14 回 歴史講座 3 月 7日（土）13:30～15:30 

・講座のテーマ「姫路藩（国宝姫路城）・鳥取藩・岡山藩・と甲賀武士」 

             池田氏のふるさと我が池田 

      講師  甲南町池田在住の武田一夫氏 

２．ロビー展示 

  2 月 10 日から 21 日までの期間で、菩提寺北小学校の６年生の歴史パネルの展示を行っています。 

依頼事項 

１．3月 7日（土）の歴史講座のチラシを各自治会で回覧をお願いします。 

２．今後の予定 

  ① 2 月 16 日（日）菩提寺山地権者、菩提寺生産森林組合と現地確認 

  ② 2 月 23 日（日）歴史の小径整備作業 9:00～10:30 

          （歴史の小径内の散策路の枯れ枝、落葉の掃き掃除） 

           お手伝いして頂ける方は、8:50 に歴史の小径前の駐車場に集合して下さい。 

  ③ 2月 23 日（日）文化芸術委員会定例会 11:00～12:00 

             

○地域活性化委員会報告   浅井基委員長 

１ 報告事項 

1）来期の筍堀 

① 菩提寺区の個人所有の竹林の筍堀を考えましたが、廣島区長と相談の結果承諾を得るのが難し

いと言う事で筍堀は中止します。 

② 2 月 1 日、2 日大山池の柳の剪定を行うと言うことで伐採した木を沢山貰いました。菌うちに



使います。 

２ 今後の予定 

① 土曜日事業に協力 

2 月 15 日竹の工作、バランストンボ作りに協力。 

② 県立大学との今後予定 

    甲西北中と県立大学とのコミュニティースクールのまとめをロビーで展示する予定。県立大よ

り持込が、2月中旬以降くらいになる予定なので、2月末から 3月に展示開始予定 

③ 2月17日14:30に一般財団法人環境イノベーション情報機構 下島寛氏が下記内容で来られま

す。川上会長、浅井、参加できる人で、対応します。 

「竹をテーマにした各地の取り組みについてお話を伺って、閲覧者の皆さんに竹の可能性と魅

力、また併せて問題等についてお伝えすることを目的としています。 

このたび、たまたま機会があって、貴会の BB 大作戦について知りました。大変興味深く拝見

しましたので、ぜひ、本シリーズのテーマの一つとして取り上げさせていただけないかと考え

ています。」 

④ ボランティア募集の案内 

来期は筍堀を行いませんが、3月 21日（土）平茸・椎茸の菌打ち作業にボランティアを募集し

て皆様に協力要請を行います。参加者には平茸 1対を持ち帰ってもらう。別紙回覧を参照して

下さい。申し込みは自治会単位でお願いします。 

⑤ 竹林整備の予定 

竹林整備を 3月 20日～22 日で行う。主に廃竹の処理他を行う。県立大学にも予定を連絡済み。 

⑥ 今期の総括と次年度の予定 

今期の総括は別紙内容で作成中、次年度の予定は、現状の人員と高齢化から新しいことも出来

ず、現状維持が限界なので、出来る範囲の内容で作成。 

⑦ 次年度の委員会の人事 

委員長候補者不足のため、現状維持とする。 

委員長 浅井、副委員長・会計 保田 

若手の人材確保が必要。このままだと、数年後には人手がいなくなる。皆様ご協力をお願いし

ます。 

次回運営委員会は 2月 19 日 

 

○子ども育成委員会報告   東良委員長 

報告事項 

１、Ｒ2、2 月 2 日（日）第 8 回すくすく広場について報告及び反省点。 

① 参加者数 215 名（昨年 108 名） 内訳 子ども 101 名・保護者 84 名・スタッフ 30 名 

 （各区別資料あり）北山台・サイドタウンで 60% 

② 予算対比 （予算 120,000 円に対して、現在 106,514 円、残 13,486 円） 

      予定通り、ゲームの新規購入に充てる。バスケット遊び、魚釣りセット 

③ 反省点 準備、受付～後片付けまで、A4 用紙 3 枚に記録 

  会長・副会長が着ぐるみを着て応援 良かったとの声があり、やって良かった。 

④ 特記事項 音響担当について 



現在、近江台区長松本氏に丸投げ状態です。以前より後継者の育成をするようにと、ご指導を

頂いておりました。今回検討の結果、来年度は委員会メンバーで行う事となりました。 

また、フェスタにおいても内部で行う方向が良いのではと思います。 

２、本年度の事業についての反省点 

１）安全安心できるまちづくりの推進。 

    夏休み夜間巡回、愛のひと声あいさつ運動。 

２）子どもたちと地域の大人との親睦を図る。 

    ハリキリンピック、すくすく広場、土曜日事業（ペットボトルロケット大会） 

３）市民会議との連携。 

３、次年度の事業計画について 

テーマ・まち協ならではの事業推進 

難問により、3 月委員会に持ち越し 

但し、中長期にわたり展望ある次年度の事業計画を立てるよう依頼。 

４、委員会人事。 

委員長 東良喜代一   副委員長 大黒直子（主任児童委員） 

粟津副会長のアドバイスにより、委員会といえども各 7 区より 1 名の運営委員は必要との事で実

行に移す。（各区の現状把握が大切） 

現在不在は、北山台・みどりの村・三上台 

５、湖南市青少年育成市民会議 

理事会、2 月 7 日（金）20 時より （東良） 

 

〇土曜日事業報告      永田リーダー 

   2/15 第 10 回 竹工作、竹トンボ、バランストンボ＆子ども食堂 

   竹は門松づくりと合わせて準備済み、参加をよろしくお願いします。 

 (意見) 子どもたちに瞬間接着剤使用は注意をしてください。剥離剤の準備を。 

 

〇役員推薦委員会報告    廣嶋委員長 

  現在推薦はあります。次回合同役員会(3/11)には報告をして確定したい。 

 

○事務局報告        木ノ下事務局長 

 【依頼】まち協・まちセンからの回覧を地域回覧日に手配のご協力をお願いいたします。 

  ①歴史講座の案内  ②ボランティア募集の案内  ③センター講座の案内チラシ 

 

〇自治会からの連絡・要望等 

  みどりの村 支えあい推進員(センター長)より依頼のあった自治会サークル紹介を提出する 

  近江台  「防災に関するワークショップ」(内閣府支援)を開催した。 

         自治会、ふるさと防災チーム、関大近藤助教授、市危機管理・防災課 

         湖南市では近江台区と宮の森区が応募して実施 

         今後 3/21 に熊本で行われるフォーラムにて発表する 

  他の区   無し 



 

〇監事より 

  会計より今年度の着地点が見えてきたと報告がありました。 

  センター指定管理の監査には疑問を感じます。もう一度、三役か四役で詰めていただきたい。 

 

○その他 

  副会長より 

   総会議案は新役員ではわからない。現在の合同役員会で審議が必要。 

  (会長回答) 報告は現役員、計画は新役員の二段構えで行きます。 

  (監事意見) 4 月合同役員会と監査のタイミングが難しい 

 

次回合同役員会 令和 2 年 3 月 11 日(水) 19:30～ 

以上 
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